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以下の問題に答えよ．

Problem 1 (4 points): プログラムAに入力x1, x2, . . . , xkを与えたときの計算時間を time A(x1, x2, . . . , xk)
と書く．このとき長さ高々`までの入力の計算時間を

time A(`) ≡ max{time A(x1, x2, . . . , xk) |
∑

1≤i≤k

|xi| ≤ `}

と定義した．これは「長さが高々`までの入力に対する最悪時の時間計算量」を定義している．では

入力 x1, x2, . . . , xk が与えられる確率が Pr(x1, x2, . . . , xk)であるとわかっていると仮定して「長さ
が高々`までの入力に対する平均的な時間計算量」を定義せよ．

Problem 2 (6 points): 以下の式は正しいか．正しければ証明し，間違っていれば反証せよ．

1. n3 = O(n2)

2. 5n2 + 3n = O(n4 + 2)

3. n = O(log n)


